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(男川02 39 
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死亡 24 転出 690 

(537号)大村市政だより6月上旬号(1) 

口昭和33年4月22日第三種郵便物認可口毎月3回1日・10日・20日発行 口定価l部5円
口発行所大村市役所口編集人総務課長菊池綱昌 己印刷所隆文社印刷所

¢、

(
乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

写真=5月6日行なわれた少年スポーツ

大会で長崎国体を成功させよう一。と市

中行進する少年団。
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しだ。明年の国体は最大のチャンスです

少年の力で長崎国体を成功させよう D

長崎国体を明年にひかえ、ス ポー ツ少

年を中心として、 スポ ーツ の振興、体力

づくり、スポーツの生活化が大切なとき

です。

大村市のスポ ー ツ少年団も、新たな希

望の光の中に誕生してすでに 6年たちま
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水は、私たちの生活になくてはならないものです。この水をはこぶ水道は、市民の健康

を守り、いろいろの産業をおこし、消防に役立ち、社会生活のささえとなっています。

この水道をよく 市民みなさんに知っていただき、また、水道を使用していない家庭には

1日も早く衛生的な水道を使っていただ、くため、 6月1日から7日まで全国水道週間が行なわ

ス停留所から歩いて 5分の見はらしのいいと

ころです。家族づれでおでかけください。

れますG

市民のみなさんに市の水道を知っていただ

くため、坂口の浄水場を開放します。 坂口パ
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事
務
改
善
で
市
民
を

待
た
せ
な
い
窓
口
に

H

市
民
窓
口
行
政
日

最
も
市
民
と
の
つ
な
が
り

の
あ
る
窓
口
の
事
務
の
改
善

を
数
年
来
行
っ
て
い
ま
す
が

本
年
度
は
年
令
を
対
象
と
し

た
住
民
個
人
カ

l
ド
を
設
定

し
て
年
度
中
に
切
り
か
え
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す

昭
和
四
十
四
年
度
に
は
更
に

要
件
項
目
を
含
め
た
住
民
個

人
カ
!
ド
を
設
定
し
て
現
在

発
熱
、

各
関
係
担
当
課
で
使
用
し
て

い
る
台
帳
方
式
を
廃
止
し
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
電
子

的
機
械
化
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
画
期
的
な
事
務
改

善
の
域
に
進
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
戸
籍
、
住
民
票
、

印
か
ん
証
明
な
ど
の
交
付
申

請
に
つ
い
て
は
ま
す
ま
す
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

で
一
層
そ
の
処
理
を
適
正
か

っ
迅
速
に
行
な
う
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
な
お
再
製
し

雲早は
響くき
躍医け
長師の
2のと
い 診 き
7断は

を

昭
和
四
十
年
と
四
十
二
年

の
夏
に
無
菌
性
髄
膜
炎
が
流

行
し
、
今
年
も
流
行
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す。
髄
膜
炎
は
昔
は
脳
膜
炎
と

い
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
病

気
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
多

市
立
病
院

早
田
内
科
医
長

い
の
は
ビ
ー
ル
ス
の
感
染
に

よ
る
も
の
で
大
村
地
方
に
流

行
し
た
の
は
エ
ゴ

i
ビ
ー
ル

ス

4
型
、

9
型
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
病
気
は
六
月

か
ら
九
月
ま
で
に
多
く
発
生

し
、
乳
幼
児
、
幼
稚
園
児
、

小
学
校
低
学
年
の
子
供
が
か

か
り
ゃ
す
く
、
お
も
な
症
状

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戸
籍
の

う
ち
、
本
年
度
は
約
七
百
戸

籍
を
再
製
す
る
よ
う
に
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

に
伴
な
い
生
活
環
境
が
著
し

く
高
度
化
さ
れ
、
と
く
に
石

油
製
品
な
ど
の
需
用
は
驚
異

的
に
日
常
生
活
の
中
に
浸
透

日召:三
和汚
4:3}:三
年e?
度}¥
施祭
政~):
方\V~
金f:?}

事
業
別
の
計
画

市
民
の
安
全
の
た
め

万
全
の
熊
勢
を

日
消
防
暑
l

産
業
経
済
の
著
し
い
成
長

は
発
熱
(
。
お

i
。
悶
)
頭
痛

(
乳
幼
児
で
は
頭
痛
と
い
う

訴
え
が
な
い
の
で
注
意
)
吐

き
気
、
唱
吐
で
こ
の
ほ
か
に

腹
痛
、
下
痢
、
咽
頭
痛
、
発

診
頚
部
口
ノ
シ
パ
腺
腫
脹
が
み

‘

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ

た
ら
早
目
に
医
師
の
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
病

気
は
流
行
し
ま
す
が
、
チ
フ

ス
や
赤
痢
の
よ
う
な
法
定
伝

染
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
の
方
法
と
し
て
は
そ

の
原
因
が
腸
管
ビ
ー
ル
ス
の

① 

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
爆

発
火
災
や
有
毒
ガ
ス
に
よ
る

災
害
の
た
め
死
傷
者
を
出
す

悲
惨
な
事
故
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま

感
染
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
患
者
が
発
生
し
た
場
合

に
は
幼
弱
な
者
や
、
病
弱
な

者
は
な
る
べ
く
近
よ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。
手
洗
い

の
励
行
、
便
所
の
消
毒
、
食

物
の
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
家
の
内
外
の
清

掃
を
十
分
に
行
な
い
、
ネ
ズ

ミ
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
駆

除
を
行
な
う
こ
と
、
ま
た
ビ

ー
ル
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
は

飛
沫
感
染
も
考
え
ら
れ
る
の

で
「
ワ
ガ
イ
」
を
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

す
ま
た
一
方
車
輔
の
急
増
に

よ
る
交
通
事
故
や
労
仇
災
害

な
ど
に
よ
る
事
故
も
多
く
発

生
し
救
急
業
務
も
消
防
行
政

の
中
に
大
き
な
業
務
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

日
夜
職
員
の
訓
練
活
動
に
力

を
入
れ
緊
急
出
動
の
態
勢
に

万
全
を
期
し
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

と
く
に
危
険
物
の
取
扱
い

や
文
化
生
活
の
中
に
入
っ
て

き
ま
す
火
器
の
取
扱
い
な
ど

市
消
防
団
に
寄
附

市
内
陰
平
郷
の
丸
田
マ
ス

エ
さ
ん
は
、
亡
父
留
美
さ
ん

、
(
元
消
防
団
部
長
)
の
忌
明

に
金
一
封
を
大
村
市
消
防
団

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

思
明
に
寄
附

市
内
木
場
郷
尾
迫
マ
キ
さ

ん
は
亡
夫
時
吉
さ
ん
の
忌
明

に
、
ま
た
、
市
内
上
杭
出
津

百
本
照
代
さ
ん
は
亡
夫
義
信

さ
ん
の
忌
明
に
そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

，'， 

火
災
原
因
の
主
と
な
る
も
の

に
つ
い
て

は
予
防
査
察
を
行

な
い
、
事
故
発
生
の
原
因
を

食
止
め
る
よ
う
従
来
よ
り
更

に
厳
重
に
指
導
し
た
い

と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
と
に
昭
和
四
十
四
年
度

に
は
長
崎
国
体
が
聞
か
れ
る

た
め
、
市
民
一
人
一
人
に
火

災
予
防
に
対
す
る
認
識
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

(
こ
の
っ
と
つ
占
ざ
は

次
号
で
す
)

の十
受勝
付沖

地
震
義
援
金

十
勝
沖
地
震
義
援
金
吉
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
の
善
意

銀
行
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

ー
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

水
防
く
ん
れ
ん
の
た

め
の
サ
イ
レ
シ
を
鳴
ら

し
ま
す
。

火
災
と
ま
ち
が
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

マ
日
時
六
月
八
日

午
前
六
時

t 

1
 

1
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昭
和
糾
年
歌
会
始

詠
進
は
叩
月
間
日
ま

で
に

昭
和
弘
年
歌
会
始
の
お
題

は

「
星
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
星
は
天
然
の
星
に
限
ら

れ
ま
す
。
天
の
川
も
星
の
群

で
す
か
ら
歌
の
中
に
題
材
と

し
て
使
っ
て
も
結
構
で
す
。

マ
詠
進
の
方
法

①
一

人
一
首
限
り
と
し
、
未

発
表
の
歌
で
あ
る
こ
と
。

②
詠
進
の
用
紙
は
半
紙
白
紙

一
枚
を
用
い
毛
筆
で
自
筆

り(3) 

市民税の負担を軽く
=市民税の諸控除額を引上げ=

コ
!
ナ

l

の
こ
と。

③
書
式
は
半
紙
を
横
に
二
つ

折
り
に
し
て
、
右
半
面
に

お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

生
年
月
日、

職
業
を
書
く

V

」
》
」
。

マ
詠
進
の
期
間

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
日

ま
で

マ
あ
て
先

東
京
都
中
央
郵
便
局
区
内

官
内
庁
と
し
、
封
筒
に
詠

進
歌
と
書
き
添
え
る
こ
と

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

昭和43年度の市県民税の令書が近く 手

許にとどけられますが、市民税の負担を

軽くするため、別表のとおり控除額が引

上げられています。この結果、①夫婦と

子供3人の5人家族の場合532，040円(前年

は433，525円)以下は非課税。 ②4人家族

で年収 750，000円の場合、前年は市民税

=12，070円。ことしは=8，450円で3，620

円安くなることになります。

市
の
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

図
書
舘
の
休
舘

今
ま
で
大
村
駅
前
の
市
民

会
舘
内
に
あ
っ
た
公
民
館
と

図
書
舘
が
、
玖
島
中
学
校
旧

大
村
校
舎
に
移
転
し
ま
す
。

こ
の
移
転
準
備
の
た
め
大

変
ご
迷
惑
を
掛
け
ま
す
が
つ

ぎ
の
と
お
り
休
舘
し
て
い
ま

す。マ
期
間

五
月
二
十
六
日
か

ら
六
月
二
十
四
日
ま
で

〔
移
転
後
の
電
話
番
号
〕

マ
公

民

舘

四

三
二
一

マ
図

書

舘

二

四
五
七

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

新
人
選
手
を
募
集

マ
応
募
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
年
令
十
八
才

以
上
二
十
五
才
未
満
の
男

女
②
視
力
は

一、

O
以
上
、
体

重
は
五
十
五
キ
ロ
程
度

マ
募
集
締
切
七
月
二
十
日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

大
村
市
役
所
事
業
課
へ

お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
免
除
申
請

は
6
月
間
日
ま
で
に

失
業
し
て
所
得
が
な
い
と

43年度 I 42年度

基 礎 控除 |1M円 11印刷円

配 偶 者控除 90，000円 I80，000円l醐都品 場合…措時

扶 養 控 除 80，000円 170，000円
(その他の扶養親族)

50，000円 140，000同

「醐給与績の1限師2度醐』ι額，1 

専従 者控除 170，000円 1120，000円
(事業専従者控除額)

110，000円 180，000円

ヵZ7嘉手22時，¥60，00判明星霊長
80.000円 I -

※配偶者の適用範囲を100，000円(前年50.000
円〉に。

※児童福祉法による里子を扶養親族の範囲に。

※障害者、未成年者、 老令者の非課税の範囲

を280，000円(前年260.000円)1乙。

22，500円 i25.000円|生命保険料控除 |

鉄道の事故をなくそう

踏切でエ ンコしたら

点、

i 

列車に合図しよう

k、

まず

旧
軍
人
・
軍
属
の
加
算

思
給
請
求
手
続
を
早
く

か
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
な
ど
し
て
い
て
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
保
険
料
免
除
申
請
を

6
月
四
日
ま
で
に
出
張
所
ま

た
は
保
険
年
金
課
で
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の

と

き
は
、
年
金
手
帳
と
印
か
ん

を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

旧
軍
人

・
準
軍
人

・
軍
属

(判
任
官
以
上
)
の
加
算
恩
給

請
求
期
限
が
近
ま
り
ま
し
た

の
で
、
ま
だ
請
求
手
続
が
す

ん
で
い
な
い
か
た
は
市
福
祉

事
務
所
で
手
続
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
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長
崎
国
体
捌
目
前
大
会

矩
火
リ
レ

i
に
声
援
を

、長
崎
国
体
の
開
催
日
ま
で

あ
と
五
百
日
と
な
り
ま
し
た

こ
れ
を
記
念
し
て
、
県
民

総
参
加
大
会
が
長
崎
市
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
の

氾
火
台
に
点
火
さ
れ
る
氾
火

の
リ
レ
ー
が
、
市
内
を
通
り

ま
す
が
、
市
内
は
市
内
選
手

昭
和
村
年
の
長
靖
国
体
ま
で
約
五
百
日
。
こ
の
長

崎
国
体
で
は
大
村
市
で
も
ラ
グ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
山
岳
の
三
種
目
が
お
こ
な
わ
れ
、
国
体
を
め
ざ

し
た
大
村
会
場
の
準
備
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
か
に
施
設
が
り
っ
ぱ
に
で
き
て
も

市
民
み
ん
な
が
国
体
開
催
の
持
つ
意
義
を
十
分
認
識

し
な
け
れ
ば
真
の
意
味
で
の
国
体
の
成
功
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
国
体
を
よ
り
よ
く

理
解
し
、
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
H

国
体
H

近

ず
く
!
の
コ

I
ナ
を
新
設
し
ま
し
た
。

国
体
と
は
ご
ぞ
ん
じ
の
界
大
戦
で
う
ち
ひ
し
が
れ
た

よ
う
に
「
国
民
体
育
大
会
」
国
民
を
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

の
略
称
で
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
明
る
さ
と
自
信
、
明
日
を
つ

毎
年
ひ
ら
か
れ

p

て
い
る
総
合
く
る
意
欲
を
高
め
さ
せ
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
こ
と
で
す
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す。

内
最
初
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
国
民
体
育
大
会
の
開
催
基

い
は
昭
和
泊
年
で
、
第
二
次
世
準
要
項
で
は
、
国
体
の
意
義

に
よ
っ
て
は
こ
ば
れ
ま
す
の

で
、
沿
道
の
み
な
さ
ん
の
ご

戸
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
コ

l
ス
国
道
弘
号
線

マ
日
時

松
原
↓
市
役
所
前

六
月
八
日
午
後
五
時
か

ら
六
時
三
十
分
ま
で

①
 

を
「
広
く
国
民
の
間
に
ス
ポ

ー
ツ
を
振
興
し
て
、
そ
の
普

及
発
達
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ

ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
は
か
り

併
せ
て
国
民
の
健
康
を
増
進

し
、
そ
の
生
活
を
明
朗
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

国
体
は
、
財
団
法
人
日
本

体
育
協
会
、
文
部
省
、
開
催

地
都
道
府
県
の
共
催
で
毎
年

開
催
さ
札
、
大
会
は
冬
季
、

夏
季
、
秋
季
の
三
季
に
分
か

れ
て
お
り
同
じ
都
道
府
県
で

開
か
れ
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
冬
季
大
会
と
夏
季

大
会
は
地
理
的
気
候
条
件
か

ら
同
一
県
で
開
催
す
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
他
の
都
道

府
県
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

市
役
所
前
↓
鈴
田
峠

六
月
九
日
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
十
時
三
十
分
ま

で矩
火
台
の
図
案
を
募
集

長
崎
国
体
の
開
会
式
閉
会

式
会
場
に
取
り
つ
げ
ら
れ
る

大
会
は
日
本
を
東
部
、
中

部
、
西
部
の
地
域
に
わ
け
輪

番
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昭

和
担
年
(
泊
四
)
は
大
分
県

(
西
部
)
、
昭
和
必
年
(
沼
田
)

は
埼
玉
県
(
中
部
)
、
こ
と
し

(
出
回
)
は
福
井
県
(
東
部
)
、

来
年
(
江
田
)
は
長
崎
県

(
西
部
)
、
で
開
か
れ
る
こ
と

に
決
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
と

は
岩
手
県
、
和
歌
山
県
、
鹿

児
島
県
、
千
葉
県
の
順
で
開

催
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
冬
季
大
会
は
昭
和

泊
年
が
ス
キ
i
長
野
県
、
ス

ケ
ー
ト
北
海
道
、
昭
和
弘
年

が
ス
キ

i
岐
阜
県
、
ス
ケ

I

矩
火
台
の
設
計
図
案
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す

マ
応
募
資
格
県
内
居
住
者

で
年
令
性
別
は
問
い
ま
せ

ん。

マ
応
募
期
限
六
月
三
十
日

マ
作
品
規
格

①
国
際
県
な
が
さ
き
の
ス
ポ

ト
山
梨
県
に
決
定
し
J
J吋
}

す。
写
真
H

大
分
国
体
入
場
式

ケJ
ー
ツ
振
興
と
、
明
朗
、
積

極
、
創
造
を
モ
ッ
ト
に
す

る
長
崎
国
体
を
簡
潔
に
表

わ
す
も
の
。

②
外
型
で
デ
ザ
イ
ン
正
面
図

側
面
図
、
姿
図
を
表
示
す

可
。
}
)
》
」
。

③
色
彩
、
材
質
は
自
由

④
高
さ

2
1
M
メ
ー
ト
ル

縦
横

2
メ
ー
ト
ル
程
度

重
さ

2
ト
ン
以
内

マ
送
付
先
長
崎
市
江
戸
町

県
庁
内
長
崎
国
体
事
務

局
総
務
部

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

大
村
市
役
所
国
体
事
務
局
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

山
岳
の
写
莫
展

長
崎
国
体
の
大
村
会
場
で

は
山
岳
が
お
こ
な
た
れ
ま
す

が
、
こ
の
山
岳
種
目
を
市
民

み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り

H

山
の
写
真
展
μ

を
お
こ
な

い
ま
す
。

マ
期
日

マ
場
所

六
月
十
三
日
か
ら

十
八
日
ま
で

西
沢
デ
パ
ー
ト


